
シンポジウム

アエノコトの過去・現在・未来

基調講演　アエノコト―日本の遺産 世界の遺産―
　　　　　国立歴史民俗博物館　松尾恒一教授
報告
　・奥能登の人々と暮らし
　　　　　金沢大学人間社会学域　西本陽一教授
　・昭和 50 年代アエノコト神事のデータベースの作成
　　　　　能登町教育委員会　新出直典学芸員
　・アエノコトの現況調査　能登町上町地区を対象として
　　　　　金沢大学人文学類　虫明慧子さん

2 月 6 日㊏ 13:30 ～ 16:30

コンセールのと　多目的ホール

日時

会場

参加無料
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「広報のと」2 月号の印刷費は一部当たり 35 円です。

P L U S

世界にたった一枚だけ

思い込めて久田和紙の卒業証書づくり

日
本
漁
業
の
宝
を
保
存
・
展
示

「
ド
ブ
ネ
収
蔵
庫
」
着
工

「
能
登
内
浦
の
ド
ブ

ネ
」
収
蔵
庫
建

設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が

1
月
15
日
、
建
設
地
の
旧

真
脇
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
、
約
20
人
が
参
列
し
ま
し
た
。
持
木
町
長
は
式
辞
で

「
能
登
は
縄
文
時
代
か
ら
漁
業
で
栄
え
て
き
た
町
で
す
。
収
蔵

庫
が
真
脇
の
地
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
収
蔵
庫
は
木
造
平
屋
建
て
、
延
べ
床
面
積
約

２
４
９
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
10
月
に
完
成
予
定
で
す
。

　

現
在
の
定
置
網
漁
で
使
用
さ
れ
て
い
る
船
は
、
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
が
大
半
で
す
が
、
昭
和
30
年
代
後
半
ま
で
は
、

木
造
の
船
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
町
は
波
並
大
敷
網
組
合

で
使
用
さ
れ
て
い
た
木
造
船
3
隻
を
譲
り
受
け
て
所
有
し
て
い

ま
す
。「
能
登
内
浦
の
ド
ブ
ネ
」
と
し
て
国
の
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
屋
外
で
保
管
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
劣
化
が
進
ん
で

い
ま
し
た
。
木
造
船
が
漁

で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
船
の
製
造
技
術

も
急
速
に
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
形
を
と
ど
め
て
い
る

ド
ブ
ネ
は
全
国
的
に
み
て

も
貴
重
な
民
俗
資
料
で
す
。 遠島山公園に展示されている「ドブネ」

工事の安全願い、鎌を入れる持木町長

ドブネ収蔵庫内部の完成予定イメージ

「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌


